
伊
十
六
(
イ
日
)
潜
水
艦
乗
員
で

特
別
攻
撃
隊
作
戦
に
参
加
し
て

当
艦
に
は
、
昭
和
十
四
年
九
月
三
日
蟻
装
員
と
し
て
乗
艦
、
呉
海
軍
工

廠
に
て
翌
年
三
月
三

O
B竣
工
し
た
。
開
戦
直
前
、
南
方
洋
上
に
お
い
て

長
時
間
潜
航
並
び
に
深
々
度
潜
航
等
特
別
訓
練
を
終
え
、
直
ち
に
呉
工
廠

に
て
後
甲
板
を
改
造
し
、
特
殊
潜
航
艇
(
特
潜
)
を
搭
載
す
る
工
事
が
急

速
に
進
め
ら
れ
た
。

第
一
次
特
別
攻
撃
隊
真
珠
湾
攻
撃

特
潜
母
艦
と
な
っ
た
イ
目
、
イ
問
、
イ
初
、
イ
辺
、
イ

M
潜
は
、
第
一

潜
水
隊
先
遣
部
隊
と
し
て
昭
和
十
六
年
十

一
月
十
八
日
、
瀬
戸
内
海
柱
島

亀
ケ
首
に
て
特
潜
を
搭
載
、
艇
長
横
山
正
治
中
尉
、
艇
付
上
固
定
二
曹
も

乗
艦
し
た
。
真
珠
湾
に
出
撃
す
る
に
あ
た
り
、
山
田
薫
艦
長
(
中
佐
)
よ

り
対
米
英
宣
戦
布
告
そ
の
他
の
訓
示
が
あ
り
、
我
々
は
万
歳
を
も

っ
て
応

え
た
の
で
あ

っ
た
。
タ
閣
の
頃
、
静
か
に
内
海
を
走
り
太
平
洋
に
入

っ
た
。

十
二
月
八
日
ま
で
二
O
日
が
か
り
で
真
珠
湾
に
直
航
す
る
。
昼
間
潜
航
、

夜
間
の
み
水
上
航
行
で
近
づ
く
隠
密
航
海
で
あ
る
。
電
波
も
受
信
の
み
で

発
信
出
来
ず
、
不
用
物
の
海
中
投
棄
も
出
来
な
い
。
太
平
洋
の
真
ん
中
は

非
常
に
波
が
荒
か

っ
た
。

n
H
y
 

rト
」
「

南

春

治

中
野
一
丁
目

機
関
科
、
電
機
部
の
配
置
に
あ

っ
た
私
は
、
夜
間
洋
上
航
行
中
特
潜
の

バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
及
び
艇
内
部
の
電
池
の
手
入
れ
、
装
置
の
検
査
の
た

め
上
田
搭
乗
員
と
特
潜
に
乗
り
込
ん
だ
。
太
い
麻

ロ
l
プ
で
母
艦
の
司
令

塔
か
ら
特
潜
に
結
ぼ
れ
て
い
る
が
、
大
波
が
上
甲
板
を
洗
い
、
腕
の
力
だ

け
で
濡
れ
ネ
ズ
ミ
に
な
り
は
い
上
が

っ
た
。
「
ハ
ッ
チ
」
を
開
け
艇
内
に
入

る
の
も
両
手
を
上
げ
て
胴
体
が
や
っ
と
入
れ
る
位
で

「
ラ
ッ
タ
ル
」
を
下

り
た
。
内
部
は
搭
乗
員
二
名
の
狭
い
座
席
が
や

っ
と
で
、
機
械
器
具
が

一

杯
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
潜
水
艦
内
も
狭
い
が
、
比
べ
よ
う
も
な
い
位
で

驚
い
た
。
開
戦
ま
で
の
短
い
日
で
は
あ
る
が
、
横
山
、
上
田
搭
乗
員
は
艦

長
室
の
個
室
で
静
か
に
読
書
や
習
字
に
務
め
、
精
神
統
治
に
努
め
て
お
ら

れ
た
ご
様
子
と
伺

っ
た
。

六
日
オ
ワ
フ
島
の
真
珠
湾
に
接
近
し
た
が
、
入
口
の
灯
が
点
滅
し
て
い

る
。
敵
哨
戒
艇
が
入
港
し
て
行

っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
シ
メ
タ
/
こ
れ

で
敵
の
警
戒
も
手
薄
で
あ
り
、
入
口
の
防
潜
網
も
取
り
除
か
れ
て
い
る
。

特
潜
の
奇
襲
進
入
が
容
易
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
の
で
あ
る
。

特
潜
か
ら
電
話
で
、
最
後
の
別
れ
の
言
葉
が
あ
り
、
十
二
月
七
日
二
O
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時
十
二
分
特
潜
は
離
艦
発
進
し
て
行
っ
た
。
無
事
の
成
功
を
祈
り
つ
つ
、

搭
乗
員
収
容
地
点
で
あ
る
、
近
く
の
ラ
ナ
イ
島
西
方
海
面
に
向
か
い
潜
航

待
機
。
(
特
潜
の
発
進
と
は
、
母
艦
(
イ
日
)
が
特
潜
を
後
甲
板
に
載
せ
た

ま
ま
潜
航
し
、
電
話
そ
の
他
の
連
絡
線
を
切
断
し
た
あ
と
、
固
定
さ
れ
た

二
か
所
の

「
バ
ン
ド
」
を
母
艦
内
の

「
ハ
ン
ド
ル
」
操
作
に
よ
り
取
り
外

し
、
特
潜
は
自
力
で
航
行
し
て
行
く
こ
と
)

翌
八
日
の
午
前
六
時
の
攻
撃
を
待
つ
夜
は
、
一
睡
も
出
来
な
か
っ
た
。

早
朝
よ
り
戦
闘
配
置
に
つ
く
間
も
な
く
、
爆
弾
音
、
水
中
昨
裂
音
な
ど
ド

カ
ン
、
ド
カ
ン
と
響
い
て
く
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
本
艦
は
特
潜
と
確

実
な
連
絡
が
あ
り
、

「
『ト
ラ
ト
ラ
』
わ
れ
奇
襲
に
成
功
せ
り
」
の
電
報
を

受
信
、
か
す
か
に

「
航
行
不
能
」

の
特
定
符
号
を
受
信
し
た
以
外
に
連
絡

が
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
通
信
連
絡
な
ど
か
ら
、
特
潜
が
主
力
艦
一
隻

を
撃
沈
し
た
も
の
と
判
断
し
た
。

港
内
の
爆
弾
音
と
は
別
に
、
湾
外
で
爆
雷
音
が
聞
こ
え
は
じ
め
た
。
敵

も
我
が
方
の
所
在
を
知
り
、
攻
撃
に
出
て
来
た
の
で
あ
る
。
次
第
に
近
く

な
る
。
ド
カ
ン
、
ズ
シ
ン
、
と
遠
く
近
く
爆
雷
昔
、
そ
の
た
び
に
艦
は
ミ

ク
ラ
ク
ラ
と
動
く
。
敵
の
「
ソ
ー
ラ
ー
」
器
を
逃
れ
る
た
め
に
、

音
の
出
る
も
の
は
全
部
停
止
し
て
、
深
度
百
メ
ー
ト
ル
住
の
と
こ
ろ
で
浮

遊
の
状
態
で
静
止
し
て
い
た
。
至
近
弾
が
連
続
的
に
響
い
て
く
る
。
深
度

を
さ
ら
に
深
め
百
二

0
メ
ー
ト
ル
以
上
中
に
入
っ
た
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。

(
安
全
潜
航
深
度
は
百
メ
ー
ト
ル
「
水
圧
十
同
」
)

今
度
は
駄
目
か
/
次
か
/
と
、
生
唾
を
呑
ん
で
戦
闘
配
置
を
守

っ
た。

シ、之、ン、

司、

至
近
弾
に
よ
り
、
後
部
電
池
室
の
バ
ッ
テ
リ
ー
の
外
器
(
エ
ボ
ナ
イ
ト

製
)
が
破
損
し
、
内
部
の
電
液
(
硫
酸
)
が
流
出
し
、
艦
底
の
「
ビ
ル
ジ
」

(
汚
水
)
と
混
合
し
煙
の
よ
う
な
ガ
ス
を
発
生
し
て
い
る
。
直
ち
に
応
急

作
業
に
取
り
か
か
り
、
破
損
の
二
、
三
器
を
一
群
百
二
O
器
の
中
か
ら
除

外
し
、
艦
の
水
中
航
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
努
め
た
。

夕
方
迄
連
続
的
に
攻
撃
が
続
き
耳
が
変
に
な

っ
た
位
で
、
相
当
多
量
の

爆
雷
を
搭
載
し
た
艦
の
よ
う
で
あ

っ
た
。
後
日
、
同
年
兵
の
近
藤
(
水
雷

科
)
に
聞
い
た
こ
と
だ
が
、
「
仮
装
沈
没
」
の
作
業
を
実
施
し
た
と
の
こ

と
。
そ
れ
は
、
攻
撃
に
よ

っ
て
沈
没
し
た
こ
と
を
敵
に
知
ら
せ
る
た
め
、

重
油
を
多
量
に
放
出
し
、
又
上
甲
板
に
あ
ら
か
じ
め
準
備
さ
れ
た
木
板
等

を
艦
内
の
操
作
に
よ
り
海
上
に
浮
上
さ
せ
る
。
こ
れ
を
見
て
撃
沈
し
た
も

の
と
勘
違
い
し
、
去
っ
て
い
っ
た
由
。
こ
れ
も
戦
術
の
中
に
入
る
の
か
も

知
れ
な
い
。
収
容
地
点
に
は
、
つ
い
に
搭
乗
員
の
姿
は
発
見
出
来
な
か
っ

た
。
最
初
か
ら
戻
る
意
思
が
な
か

っ
た
か
、
又
は
湾
口
の
防
潜
網
で
退
路

を
断
た
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
。

待
つ
こ
と
四
、
五
日
に
し
て
帰
途
に
つ
き
、
途
中
南
洋
諸
島
の
ク
ゼ
リ

ン
島
で
小
休
止
、
翌
年
正
月
三
日
、
横
須
賀
に
帰
港
し
た
。

同

第
二
次
特
別
攻
撃
隊
作
戦
に
従
事

昭
和
十
七
年
三
月
十
九
日
、
第
八
潜
水
戦
隊
に
編
入
さ
れ
特
潜
母
艦
千

代
田
と
播
磨
灘
に
お
い
て
、
連
合
演
習
訓
練
を
行
い
、
印
度
洋
作
戦
に
先

遣
部
隊
(
イ
目
、
イ
問
、
イ
却
潜
)
と
し
て
、
四
月
十
六
日
呉
発
、

二
七

日
ペ
ナ
ン
基
地
に
着
い
た
。
母
艦
日
進
か
ら
特
潜
を
搭
載
、
三

O
日
出
撃
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し
た
。
印
度
洋
の
ど
真
ん
中
も
大
き
な
う
ね
り
で
、
イ
凶
潜
は
主
機
械
故

障
を
起
こ
す
な
ど
難
航
を
克
服
し
、
ア
フ
リ
カ
の
東
側
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島

の
デ
イ
ゴ
ス
ア
レ
ス
港
(
英
)
に
奇
襲
攻
撃
を
敢
行
し
た
。
搭
乗
員
岩
瀬

勝
輔
少
尉
、
高
田
高
三
二
曹
、
五
月
三
二
日
、

二
三
時
四

O
分
、
湾
口
よ

り
約
十
哩
の
洋
上
よ
り
特
潜
を
発
進
し
、
そ
の
後
、
艇
員
の
収
容
地
点
で

待
機
し
た
が
、
連
れ
の
搭
乗
員
も
姿
を
現
さ
な
か

っ
た
(
イ
却
故
障
の
た

め
欠
)
。

攻
撃
に
よ
り
戦
艦
ラ
ミ
リ
ー
ス
大
破
、
商
船
フ
リ
テ

ッ
シ
ュ
沈
没
せ
し

め
た
。
戦
後
の
情
報
で
、
攻
撃
の
数
日
後
二
名
の
日
本
人
が
デ
ィ
プ
ス
ア

レ
ス
島
北
方
で
英
軍
哨
兵
と
交
戦
し
、
射
殺
さ
れ
た
。
特
潜
の
乗
員
で
あ

る
こ
と
は
所
持
品
か
ら
間
違
い
な
い
が
、
イ
目
、
イ
四
潜
の
連
れ
の
搭
乗

員
か
は
不
明
で
あ
る
。

六
月
五
日
よ
り
モ
ザ
ン
ビ

l
ク
海
峡
に
お
い
て
交
通
破
壊
戦
を
開
始
し

た
(
「
ア
フ
リ
カ
」
と
「
デ
ィ
プ
ス
ア
レ
ス
」
島
の
間
)
。

六
月
六
日
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
船
(
ス
ザ
ク
)
三
、
八
八
九
ト
ン
。
撃
沈
。

六
月
七
日
ギ
リ
シ
ャ
船
(
ア
ギ
オ
ス
)
四
、
八
四
七
ト
ン
。
撃
沈
。

六
月
十
二
日
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
船
(
ス

ペ
タ
l
)
一二
、
七
四
八
ト
ン
。

撃
沈
。

七
月

一
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
船
(
イ
ク
ナ
レ
ン
)
五
、

二
四
三
ト
ン
。
撃

十品
。商

船
隊
は
小
型
艦
艇
が
護
衛
し
、
隊
列
を
組
ん
で
航
行
し
て
い
る
が
、

ま
ず
艦
艇
を
攻
撃
す
る
と
、
商
船
は
右
往
左
往
全
速
力
で
逃
げ
回
る
。
我

が
方
は
、
数
隻
の
潜
水
艦
で
攻
撃
を
加
え
る
。
時
に
は
「
急
速
浮
上
砲
戦

用
意
」
で
砲
撃
を
開
始
す
る
。
見
張
員
の
話
に
よ
れ
ば
、
火
災
を
起
こ
し
、

大
き
な
黒
煙
を
上
げ
、
上
甲
板
を
船
員
が
走
り
回
り
、
幾
隻
か
の
ボ
l
ト

を
降
ろ
し
、
白
く
見
え
る
ア
フ
リ
カ
海
岸
の
方
向
に
逃
げ
て
行

っ
た
と
い

、「ノ
。途

中
母
船
よ
り
燃
料
の
補
給
を
受
け
、
マ
エ
島
、
「
デ
イ
ゴ
ガ
ル
シ
ア
」

を
偵
察
し
、
八
月
十
四
日
ペ
ナ
ン
基
地
に
帰

っ
た
。
印
度
洋
で
は
、
ド
イ

ツ
の

U
ボ
l
ト
と
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
も
あ
り
、
小
型
な
が
ら
実
に
勇

敢
で
、
大
き
な
商
船
を
掌
捕
し
て
来
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

ペ
ナ
ン
基
地
を
出
て
か
ら
約
三
か
月
半
近
く
、
昼
間
は
潜
行
し
、
夜
間

の
み
浮
上
し
水
上
航
行
と
、
全
く
太
陽
を
見
な
い
生
活
、
又
潜
水
艦
は
真

水
が
少
な
く
、
朝
の
洗
面
も
ま
ま
な
ら
ず
、
艦
内
は
ム
ン
ム
ン
と
汗
だ
ら

け
の
体
を
濡
れ
た
手
拭
で
拭
く
の
が
や

っ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
潜
航
中
の

室
内
の
空
気
が
悪
く
、
各
室
で
酸
素
を
放
出
し
て
い
る
が
、
息
苦
し
く
、

乗
員
は
肩
で
呼
吸
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ

っ
た
。
夜
間
浮
上
し
司
令

塔
よ
り
大
気
が
流
入
す
る
と
、
乗
組
員
は
そ
の
下
で
酸
素
の
多
い
空
気
を

う
ま
そ
う
に

一
杯
吸
い
込
む
。
ち
ょ
う
ど
水
に
あ
り
つ
い
た
魚
の
よ
う
で
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あ
る
。
食
事
も
生
も
の
は

一
週
間
足
ら
ず
で
な
く
な
り
、
缶
詰
ご
飯
ば
か

り
。
ペ

ナ
ン
に
帰
港
し
て
久
し
ぶ
り
に
上
甲
板
に
上
り
、
太
陽
が
ま
ぶ
し

l

l
bp
q
、

.3-。

/、
、
障
再
肝

i
v
J'h

八
月
末
、
横
須
賀
に
帰
り
、
船
の
整
備
を
終
え
て
出
撃
し
、
ト
ラ

ッ
ク

島
よ
り
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
千
代
田
か
ら
特
潜
を
搭
載
、

ル
ン
ガ



泊
地
攻
撃
に
編
入
さ
れ
た
。

同
第
三
次
特
攻
作
戦
十
一
月
十
一
日
未
明
エ
ス
ベ
ラ
ン
ス
岬
北
西
海
面

か
ら
搭
乗
員
八
巻
悌
ニ
中
佐
、
橋
本
亮
一
上
曹
を
発
進
し
た
が
、
事
故
に

よ
り
操
縦
不
能
と
な
り
自
沈
す

第
四
次
特
潜
攻
撃
は
、
同
月
二
七
日
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
沖
に
て
搭
乗
員

外
弘
志
中
尉
、
井
熊
新
作
二
曹
を
発
進
。
同
艇
よ
り
の
消
息
は
不
明
だ
っ

た
が
、
在
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
陸
軍
は
大
型
船
の
撃
沈
を
視
認
し
た
と
報
じ

て
き
た
。

十
二
月
二
日
ト
ラ
ッ
ク
島
着
、
特
潜
搭
載
し
、
十
二
月
十
三
日
第
五
次

特
潜
攻
撃
。
門
義
視
中
尉
、
矢
萩
利
夫
二
曹
が
搭
乗
し
、
発
進
し
た
が
、

敵
艦
に
命
中
せ
ず
自
沈
し
た
。

十
七
年
十
二
月
中
頃
よ
り
翌
年
三
月
末
日
ま
で
、
「
ト
ラ
ッ
ク
」
を
基
地

と
し
て
シ
ョ
ー
ト
ラ
ン
ド
を
経
て
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
作
戦
で
散
開
配
備
に

つ
き
、
偵
察
に
よ
り
敵
の
動
き
を
通
報
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
物
資
を
繰

り
返
し
輸
送
し
、
苦
闘
し
た
。

真
珠
湾
か
ら
洋
上
戦
闘
に
至
る
特
潜
の
五
次
に
わ
た
る
特
攻
作
戦
も
、

戦
局
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
潜
水
艦
も
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

昼
間
は
姿
を
隠
し
、
夜
間
、
敵
陣
で
浮
上
奇
襲
す
る
特
技
も
電
波
探
知
機

の
発
達
に
よ
り
不
可
能
と
な
っ
た
。

十
八
年
二
月
二
二
日
、
南
東
方
面
部
隊
に
編
入
さ
れ
「
ラ
ボ

l
ル
」
を

基
地
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
友
軍
に
物
資
を
輸
送
す
る
任
務
で
あ
っ

た。

四
月

一
日
、
「
ラ
エ
」
輸
送
に
は
兵
器
、
弾
薬
、
食
糧
、
ド
ラ
ム
缶
(
三

O
本
)
、
人
員
を
揚
陸
さ
せ
、
帰
途
は
病
身
者
を
ラ
ボ

l
ル
迄
移
送
し
た
。

十
二
月
末
ま
で
ラ
イ
、
ブ
ナ
、
シ
オ
に
数
回
輸
送
し
た
が
、
制
空
権
の
な

い
戦
場
で
は
唯
一
の
頼
り
か
も
知
れ
な
い
。
私
達
は
別
名
⑮
と
称
し
て
い

た
特
潜
を
搭
載
し
て
い
た
甲
板
に
、
ゴ
ム
袋
に
詰
め
ら
れ
た
物
資
が
一
杯

積
み
重
ね
ら
れ
、
ネ
ッ
ト
と
ワ
イ
ヤ
で
結
ぼ
れ
て
い
る
。
時
夜
浮
上
し
、

友
軍
の
「
ダ
イ
ハ
ツ
」
に
引
き
渡
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
作
業
が
実
に
忙

し
い
。
船
内
に
あ
る
物
資
を
、
前
後
部
の
ハ
ッ
チ
か
ら
手
送
り
で
引
き
上

げ
る
。
「
ダ
イ
ハ
ツ
」
に
積
み
込
み
、
出
来
る
だ
け
短
時
間
で
終
了
し
、
再

び
潜
航
し
て
身
を
隠
す
。

敵
哨
戒
機
が
飛
来
し
、
照
明
弾
を
落
下
し
、
爆
弾
攻
撃
を
し
て
く
る
。

そ
の
う
ち
に
魚
雷
艇
を
も
っ
て
機
銃
掃
射
を
か
け
て
く
る
。
艦
の
安
全
を

図
り
、
急
速
潜
航
を
し
て
海
中
に
身
を
隠
し
て
し
ま
う
。

十
二
月
二
五
日
、
被
爆
損
傷
し
、
翌
十
九
年
一
月
二
日
、
修
理
の
た
め

十
二
日
に
戦
友
と
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
イ
日
潜
を
退
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横
須
賀
に
帰
港
し
、

艦
し
た
。

お
わ
お
み
生
と

横
鎮
(
横
須
賀
鎮
守
府
)
付
と
な
り
、
そ
の
後
大
湊
潜
水
艦
基
地
隊
分

隊
士
、
大
竹
海
軍
潜
水
学
校
の
分
隊
士
と
な
り
、
終
戦
を
迎
え
た
。

退
艦
後
イ
凶
潜
は
、
二
月
二
六
日
横
須
賀
発
、
配
備
に
つ
き
、
五
月
十

四
日
ブ
イ
ン
輸
送
後
消
息
不
明
。
米
側
資
料
に
よ
る
と
、
ブ
イ
ン
北
東
海

面
(
五
月
十
九
日
)
で
米
駆
逐
艦
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
「
ソ
l
ナ
l
」
探
知



へ
ッ
ジ
ホ
ッ
グ
攻
撃
五
回
で
命
中
音
二
回
、
そ
の
後
深
海
大
爆
発
し

た
と
報
じ
て
い
る
。
イ
日
潜
蟻
装
当
時
か
ら
の
乗
組
員
の
大
多
数
が
、
そ

し
て
生
死
を
共
に
し
た
あ
の
顔
こ
の
顔
が
、
南
方
の
海
深
く
沈
ん
で
い
っ

た
の
だ
。
私
が
生
き
残
り
者
の
中
で
最
後
に
退
艦
し
た
者
か
も
知
れ
な
い
。

イ
日
潜
水
艦
要
目
は
次
の
通
り
(
参
考
)

し

全
長

一
O
九

・
三
メ
ー
ト
ル
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水
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一
0
0
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ト
ル

{
疋
口
県

九
五
名

一
座

機
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五
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砲
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叩
)
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